
土木
技術 十二選

技
術
も
開
発
中
で
あ
る
。

そ
の
技
術
の
独
自
性

ま
た
は
強
み

　

当
技
術
の
導
入
だ
け
で
は
、高
品
質
な
覆

工
を
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。技
術
の

活
用
方
法
が
正
し
く
技
術
伝
承
さ
れ
て
こ

そ
、良
い
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
。

　

当
技
術
の
開
発
者
原
秀
利（

（
（

は
、『“
美
し

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
”と
は
ル
ー
ル
を
遵
守
し

た
手
段
で
造
ら
れ
た
構
造
物
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。覆
工
で
い
え
ば
4
箇
所
の
打
設
孔
か

ら
水
平
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
上
げ
、流
さ

な
い
打
ち
方
で
施
工
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
出
来
映
え
も
中
身（
手
段
、
方
法
）

も
良
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。反
面
、

“
綺
麗
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
”と
は
、出
来
映
え

と
強
度
さ
え
よ
け
れ
ば
文
句
は
な
い
だ
ろ
う

と
手
順（
ル
ー
ル
）
を
無
視
し
た
方
法
で
施

工
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
い
い
ま

す
。
お
客
様
が
見
て
な
く
て
も
、
や
る
べ
き

こ
と
は
や
る
。ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

見
据
え
た
方
法
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

こ
に
当
技
術
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。』
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
熱
い
思
い
の
伝
承
こ
そ
、

当
社
の
強
み
で
あ
る
。

我
が
社
の
一
押
し
技
術
と
し
て

選
ん
だ
理
由

　

当
技
術
は
、こ
こ
数
年
各
社
が
手
掛
け
る

ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事
で
広
く
採
用
さ
れ
標
準

工
法
に
近
い
技
術
と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
今
と
な
っ
て
は
あ
ま
り「
前
田
建
設
発

の
技
術
」で
あ
る
こ
と
は
認
知
さ
れ
て
い
な

い
様
だ
。実
は
こ
れ
ら
は
前
田
建
設
が
開
発

し
た
一
連
の
技
術
で
あ
り
、全
国
で
新
設
さ

れ
る
ト
ン
ネ
ル
の
長
期
耐
久
性
確
保
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
自
負
す
る
。

　

当
社
社
是
は「
誠
実
」「
意
欲
」「
技
術
」で

あ
り
、
特
に「
技
術
」
に
つ
い
て
は
、『
工
事

の
出
来
映
え
を
ひ
と
目
見
れ
ば
、こ
れ
は
前

田
が
や
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ

う
な
仕
事
で
あ
り
た
い
。他
人
の
ま
ね
を
す

る
よ
り
、
他
人
が
ま
ね
た
が
る「
技
術
」
そ

れ
が
我
々
の
売
り
も
の
で
あ
る
。』
と
し
て

い
る
。
真
に
そ
れ
を
実
践
し
た
も
の
こ
そ

が
、前
田
建
設
発
の
覆
工
技
術
な
の
で
あ
る
。

技
術
の
概
要

　

ト
ン
ネ
ル
技
術
は
、50
年
間
で
生
産
性
を

10
倍
向
上
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、主
に
開
発

さ
れ
た
の
は
掘
削
技
術
で
あ
り
覆
工
技
術
に

関
し
て
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
一
方
当
社
は「
覆
工
品
質
は
機
能
的
な

観
点
か
ら
、
よ
り
重
要
視
す
る
べ
き
」
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、覆
工
品
質
向
上
を

実
現
す
べ
く
、技
術
開
発
を
地
道
に
進
め
て

き
た
。
そ
の
中
、1
9
9
9
年
新
幹
線
走
行

中
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
剥
落
事
故
を
機
に
、覆

工
品
質
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
た
。
ま
た
、

2
0
0
5
年「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
発
令
さ
れ
、
総
合
評

価
落
札
方
式
の
導
入
に
よ
り
、当
社
が
開
発

し
た
覆
工
技
術
が
多
く
の
建
設
会
社
で
採
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

高
品
質
ト
ン
ネ
ル
覆
工�

天
端
部
締
固
め
シ
ス
テ
ム

　

ク
ラ
ウ
ン
部
の
締
固
め
を
目
的
と
し
て
長

尺
棒
状
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
設
置

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
終
了
後
、
締
固
め

な
が
ら
電
動
リ
ー
ル
ま
た
は
引
抜
装
置
で
バ

イ
ブ
レ
ー
タ
を
引
抜
く
も
の
で
あ
る
。従
来

は
締
固
め
が
困
難
と
さ
れ
て
き
た
ク
ラ
ウ
ン

部
の
均
一
な
締
固
め
が
可
能
と
な
り
、覆
工

品
質
を
向
上
で
き
る
。

ク
ラ
ウ
ン
部
水
平
圧
入
打
設
工
法

　

ア
ー
チ
肩
部
に
打
設
孔
を
4
カ
所
増
設
す

る
こ
と
で
、妻
側
・
ラ
ッ
プ
側
左
右
交
互
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
水
平
に
打
設
す
る
工
法
で

あ
る
。
打
設
孔
よ
り
下
側
は
自
然
流
下
、
上

側
は
圧
入
充
填
し
て
ク
ラ
ウ
ン
部
ま
で
打
設

で
き
る
。
本
工
法
に
よ
り
、
ク
ラ
ウ
ン
部
打

設
孔
か
ら
の
打
設
数
量
・
時
間
を
従
来
工
法

と
比
べ
て
約
半
分
に
す
る
こ
と
で
、フ
レ
ッ

シ
ュ
な
状
態
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
確
実
に
充

填
・
締
固
め
る
こ
と
が
で
き
、空
洞
の
な
い

耐
久
性
に
優
れ
た
覆
工
を
構
築
で
き
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
圧
管
理
シ
ス
テ
ム

　

ク
ラ
ウ
ン
部
に
圧
力
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、P
C
画
面
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
充
填
圧

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
し
な
が
ら
打
設
を

行
う
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。型
枠
の
設
計

強
度
を
考
慮
し
な
が
ら
最
大
限
の
充
填
圧
で

打
設
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
空
洞
が
発
生

し
や
す
い
ク
ラ
ウ
ン
部
に
お
い
て
、空
洞
の

な
い
密
実
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
構
築
で
き

る
。
ま
た
、
充
填
圧
を
保
持
し
た
状
態
で
打

設
を
終
え
る
こ
と
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度

も
増
大
す
る
事
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、当
社
が
開
発
し
た
覆
工
技
術（

1
（

は
、

浮
き
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
、
省
力
化
・

省
人
化
シ
ス
テ
ム
、
マ
ゴ
ノ
テ
工
法
、
パ
ラ

ソ
ル
30
ミ
ス
ト
工
法
な
ど
が
あ
り
、新
た
な

1
覆
工
品
質
お
よ
び
耐
久
性
の
向
上

　

覆
工
の
隅
々
ま
で
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
を

用
い
て
均
一
に
締
固
め
る
等
、各
工
法

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、空
洞
を
無
く
し
、

高
品
質
・
長
寿
命
化
を
実
現
で
き
る
。

当
技
術
で
は
竣
工
時
の
ひ
び
割
れ
発
生

率（
全
ス
パ
ン
数
に
対
し
、幅
0
・
04
㎜

以
上
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
た
ス
パ
ン

数
の
割
合
）を
従
来
技
術
の
10
分
の
1

以
下（
従
来
（7
・
6
%
→
当
技
術
（
・

7
%
）に
低
減
で
き
る
と
と
も
に
、
覆

工
特
有
の
竹
割
縞
模
様
も
無
く
出
来
映

え
も
向
上
す
る
。

2
自
動
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
お
よ

び
施
工
環
境
・
安
全
性
向
上

技
術
の
売
り�

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

　

当
技
術
の
一
連
作
業
は
シ
ス
テ
ム
化

し
て
お
り
、簡
単
な
作
業
手
順
を
守
り

さ
え
す
れ
ば
、人
の
技
量
に
依
ら
ず
、高

品
質
な
覆
工
を
構
築
で
き
る
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
締
固
め
作
業
の
シ
ス
テ
ム
化
・

自
動
化
・
遠
隔
操
作
に
よ
る
省
人
化
に

よ
り
、従
来
比
約
（
割
の
労
務
費
削
減

が
可
能
で
あ
る
。

3
開
発
と
実
績

　

当
技
術
は
当
社
開
発
技
術
で
あ
り
、

高
品
質
ト
ン
ネ
ル
覆
工
天
端
部
締
固
め

シ
ス
テ
ム（
特
許
第
4
4
6
3
5
7
6

号
等
）の
実
績
に
つ
い
て
は
、3
7
3
件

（
令
和
元
年
度
ま
で
）と
、皆
さ
ま
に
多

く
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

4
技
術
伝
承

　

当
技
術
は
、
原
秀
利（

（
（

（
2
0
1
0
年

土
木
学
会
技
術
功
労
賞
）が
中
心
と
な

り
開
発
し
、現
在
も
当
社
各
現
場
の
技

術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
協
力
会
社

の
作
業
員
か
ら
当
社
職
員
ま
で
を
相

手
に
し
た
技
術
指
導
時
に
は
、開
発
者

本
人
が
製
作
し
た“
手
作
り
”
の
3
H

（
H
E
A
D
＋
H
A
N
D
S
＋
H
E
A

R
T
）模
型
や
、イ
ラ
ス
ト
を
織
り
交
ぜ

た
要
領
書
や
動
画
を
活
用
し
た
熱
血
指

導
に
よ
り
、技
術
伝
承
を
行
っ
て
い
る
。

編
集
委
員
寸
評

　

本
技
術
は
、山
岳
ト
ン
ネ
ル
覆
工
の
長
期

耐
久
性
に
影
響
す
る
ひ
び
割
れ
を
よ
り
少

な
く
し
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
重
視

し
た
も
の
で
実
績
も
多
い
。
ま
た
、
技
術
開

発
や
技
術
伝
承
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、引

き
続
き
、
供
用
さ
れ
続
け
る“
美
し
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
”構
造
物
を
造
り
続
け
て
頂
き
た

い
。

【
前
田
建
設
工
業（
株
）】
　

前
田
建
設
発

山
岳
ト
ン
ネ
ル
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
技
術

─
実
は
…
こ
れ
、
前
田
建
設
が
開
発
し
た
技
術
で
す
。
─

Mountain tunnel lining concrete construction technology developed by Maeda Corporation
─Actually ... This technology was developed by Maeda Corporation─［連 載］第2回
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従来技術

模型を使った
技術指導

作業員と
出来映えの確認

当技術

写真1　従来技術と当技術の出来映え比較

写真2　熱血指導による技術伝承
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